













































現在役職を決めるとき性別を考慮するかに関しては， 84.0%が考癒しない， 6.6% 







1) 器開正予， r女性の人権と教青 ーヒドウンカリキュラムの実態とその影響-J，n弗教大
学総合研究所紀要』第5号， 1998年 3月。
































における照番 :χ2= 13. 211， df = 4， pく0.01，
10.009， dfニニ4，pく0.05，
:χ2 10. 918， df = 2 ，
122 f弗教大学総合研究所紀要別冊 現代社会における人間観の探究






































自女群 度数 18 14 7 39 
% 46.2% 35.9% 17.9% 100.0% 
学生
短女群
度数 21 59 13 93 
% 22.6% 63.4% 14.0% 100.0% 
|合計 度数 39 73 20 132 
% 29.5% 55.3% 15.2% 100.0% 



















18.965， dfニ 6，pく0.005)。また学校行事で、の)1震番に関しては，四女群が i丸 V，-Iぶっ







H9共学群 度数 45 147 24 216 
% 20.8% 68.1% 11.1% 100.0% 
四女群 度数 18 14 7 
3ヲ
% 46.2% 35.9% 17.9% 100.0% 
学生群
短女群 度数 21 59 13 93 
% 22.6% 63.4% 14.0% 100.0% 
狂10共学群 度数 7 70 10 87 
% 8.0% 80.5% 11.5% 100.0% 
i合計 度数 91 290 54 435 % 20.9% 66.7% 12.4% 100.0% 
x2=28. 616， df之江6，p<O.OOI 
男女の描き方に関しては，四女群の36.8%が ことがあるJ，63.2%が「考え
たことがないjに対し， H.10共学群は9.8%と90.2%としづ割合になっている(表
3) 0 男女共f持参画社会への関心も， H.9共学群が「あるJ51. 9%， rなし、J14.8%， 







百9共学群 度数 35 176 211 
% 16.6% 83.4% 100.0% 
四女群 度数 14 24 38 
% 36.8% 63.2% 100.0% 
学生詳
短女群
度数 29 64 93 
% 31. 2% 68.8% 100.0% 
HI0共学群 度数 8 74 82 
% 9.8% 90.2% 100.0% 
合計 変数 86 338 
424 
% 20.3% 79.7% 100.0% 





日9共学群 度数 112 32 72 216 
% 51.9% 14.8% 33.3% 100.0% 
|学生群
四女群 度数 18 2 19 39 
% 46.2% 5.1% 48.7% 100.0% 
短女群
度数 38 8 47 93 
% 40.9% 8.6% 50.5% 100.0% 
日10共学群 度数 3 18 36 87 
% 37.9% 20.7% 41. 4% 100.0% 
合計
度数 201 60 174 435 
% 46.2% 13.8% 40.0% 100.0% 
























































































































































3) American Association of University Women Educational Foundation ed. HoUJ Schools 






































The AA UW Report， How Schools Shortα:ge Girls Action Guide.において，学校教育
の中で女子生徒の成長を阻む要鴎のーっとして取り上げ，最も重要な課題のーっとし
た上で，その対策のための行動を提起している。
5) 伊東良議飽 F教科書の中の男女差別』明石護活， 1991年。
6) 日本婦人関体連合会編『婦人白書』ほるぷ出版， 1996年。





























数に応、じて，必要な基本的知識，技能， 、， として 向上
7) The American Association of University Women Education Foundation. How School Short 



























































































































































































9) AAUW， op. ci仁， pp.9. 













ある O 以上の実態を明らかにした上で、既述した AAUWアクションガイドにあるよ
うな行動をともなって，是正への道を探っていかなければならない。
2000年には国連総会の特別会期として， I婦人の地位向上のためのナイロピ将来戦
略」の実施状況及び f北京宣言及び行動綱領J採択5年後の実施状況を検討・評錨す
ると共に，今後の行動及びイニシアティプを検討するためのハイレベル・レビューが
開催されることになっている。「男女共同参闘2000年プランJを促進させる調査研究
および行動の展開が緊要となっているといえるであろう。
